
（　）広 報 や わ た 第   号市政ニュース令和　年（　　年）　月 2719５ 62023

火災・救急統計
消防本部 ☎981‒4119

令和５年１月～４月累計（　）内４月分 昨年同期累計
火災出動 7件 (2) 9件
火災以外の出動 134件 (28) 143件
救急出動 1,389件 (343) 1,342件
搬送人員 1,238人 (302) 1,199人

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
人
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
、
医
療
従
事

者
等
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

２
価
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済
み
の

人
も
、
追
加
接
種
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
接
種
券
は
、
前
回
接
種

か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
た
人
か

ら
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
回
の
接
種
券
（
令

和
４
年
秋
開
始
接
種
）
を
使
わ

ず
に
お
持
ち
の
人
に
接
種
券
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
接
種
希

望
の
際
は
、
そ
の
接
種
券
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
人
ま
た
は

医
療
従
事
者
等
の
人
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等

か
ら
接
種
券
の

発
行
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
小
児（
５
歳
〜
11
歳
）の

　
２
価
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

　

３
月
か
ら
、
小
児
用
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
が
２
価
ワ

ク
チ
ン
に
な
り
、
接
種
間
隔
も

３
カ
月
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
に
従
来
株
で
接
種
し
た

人
も
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
希

望
者
は
、
接
種
券
の
発
行
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
）

は
、
小
児
用
の

従
来
株
ワ
ク
チ

ン
に
な
り
ま
す
。

■
乳
幼
児（
６
カ
月
〜
４
歳
）

　
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

初
回
接
種
と
し
て
３
回
の
接

種
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
接
種

希
望
者
は
、
接
種
券
の
発
行
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
ワ
ク
チ

ン
は
、
１
価
の

従
来
株
ワ
ク
チ

ン
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
令
和
５
年
春
開
始
接
種
に
つ
い
て

問
健
康
推
進
課
（
☎
９
８
３
・
１
１
１
７
）

◆
自
治
連
合
会

　

自
治
会
や
町
内
会
、
区
な
ど

の
市
内
48
自
治
組
織
で
構
成
す

る
八
幡
市
自
治
連
合
会
の
今
年

度
の
役
員
が
、４
月
25
日（
火
）

開
催
の
幹
事
会
で
選
出
さ
れ
ま

し
た
（
敬
称
略
）。

▽
会
長
＝
上う

え

原は
ら

嘉よ
し

昭あ
き

（
美
濃
山

区
）▽
副
会
長
＝
道み

ち

上か
み

幸ゆ
き

彦ひ
こ（
一

区
）、
河か

わ

崎さ
き

進す
す
む

（
長
町
樋
ノ
口

連
合
自
治
会
）、
伴ば

ん

憲け
ん

次じ

（
二

区
自
治
連
合
会
）
▽
書
記
＝
松ま

つ

井い

律り
つ

子こ

（
四
区
）、
伊い

藤と
う

文ふ
み

隆た
か

（
男
山
美
桜
自
治
会
）
▽
監
査

＝
荒あ

ら

木き

直な
お

人と

（
男
山
八
望
自
治

会
）、
林

は
や
し

直な
お

幸ゆ
き

（
市
役
所
市
民

協
働
推
進
課
）

問
市
民
協
働
推
進
課

　
（
☎
９
８
３
・
５
７
４
９
）

◆
自
主
防
災
推
進
協
議
会

　

４
月
26
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
た
自
主
防
災
推
進
協
議
会

役
員
会
議
で
、
今
年
度
の
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
敬

問
危
機
管
理
課

　
（
☎
９
８
３
・
３
２
０
０
）

令
和
５
年
度
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

◆
春
の
叙
勲

　

国
や
公
共
に
対
し
功
労
の
あ

っ
た
人
を
対
象
と
す
る
春
の
叙

勲
で
、
元
神
戸
区
検
察
庁
副
検

事
の
入い

り

谷た
に

茂し
げ
る

さ
ん
が
瑞ず

い

宝ほ
う

小
し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

警
察
官
や
消
防
士
、
自
衛
官

な
ど
危
険
性
の
伴
う
仕
事
で
社

会
に
貢
献
し
た
人
を
た
た
え
る

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
元

大
阪
府
警
部
の
松ま

つ

本も
と

良り
ょ
う

一い
ち

さ

ん
に
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

表　

彰

称
略
）。

▽
会
長
＝
増ま

す

尾お

辰た
つ

一い
ち

（
一
区
自

主
防
災
隊
）
▽
副
会
長
＝
下し

も

野の

昇の
ぼ
る

（
三
区
自
主
防
災
会
）、
宮み

や

川が
わ

一か
ず

隆た
か

（
上
奈
良
区
自
主
防
災

隊
）

中な
か

村む
ら

正せ
い

公こ
う

寺て
ら

田だ

圭け
い

佑す
け

鷹た
か

野の

雅ま
さ

生お

澤さ
わ

村む
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

太お
お

田た

克か
つ

彦ひ
こ

○
小お

川が
わ

直な
お

人と

◎
奥お

く

村む
ら

順よ
り

一か
ず

総
務
常
任
委
員
会

横よ
こ

須す

賀か

生い
く

也や

山や
ま

本も
と

邦く
に

夫お

山や
ま

田だ

芳よ
し

彦ひ
こ

山や
ま

口ぐ
ち

克か
つ

浩ひ
ろ

南
み
な
み

本も
と

晃
あ
き
ら

中な
か

村む
ら

正せ
い

公こ
う

○
福ふ

く

田だ

佐さ

世よ

子こ

◎
太お

お

田た

克か
つ

彦ひ
こ

議
会
運
営
委
員
会

南
み
な
み

本も
と

晃
あ
き
ら

叶
か
の
う

善よ
し

之ゆ
き

岡お
か

本も
と

美み

徳の
り

大お
お

野の

裕ひ
ろ

美み

巌
い
わ
お

博
ひ
ろ
し

○
清し

水み
ず

章あ
き

好よ
し

◎
山や

ま

田だ

芳よ
し

彦ひ
こ

建
設
水
道

常
任
委
員
会

山や
ま

本も
と

邦く
に

夫お

山や
ま

口ぐ
ち

克か
つ

浩ひ
ろ

中な
か

村む
ら

法の
り

子こ

田た

邊な
べ

晴は
る

美み

小こ

北き
た

幸ゆ
き

博ひ
ろ

○
横よ

こ

須す

賀か

生い
く

也や

◎
福ふ

く

田だ

佐さ

世よ

子こ

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

横よ
こ

須す

賀か

生い
く

也や

山や
ま

口ぐ
ち

克か
つ

浩ひ
ろ

南
み
な
み

本も
と

晃
あ
き
ら

福ふ
く

田だ

佐さ

世よ

子こ

中な
か

村む
ら

正せ
い

公こ
う

清し

水み
ず

章あ
き

好よ
し

○
奥お

く

村む
ら

順よ
り

一か
ず

◎
山や

ま

本も
と

邦く
に

夫お

八
幡
市
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会

横よ
こ

須す

賀か

生い
く

也や

南
み
な
み

本も
と

晃
あ
き
ら

中な
か

村む
ら

正せ
い

公こ
う

叶
か
の
う

善よ
し

之ゆ
き

小お

川が
わ

直な
お

人と

太お
お

田た

克か
つ

彦ひ
こ

○
巌い

わ
お

博
ひ
ろ
し

◎
山や

ま

田だ

芳よ
し

彦ひ
こ

八
幡
市
庁
舎
整
備

検
討
特
別
委
員
会

鷹野雅生
副議長

問議会事務局（☎983‒5532）

小北幸博
議長

市
議
会
の
新
体
制
が
決
定

　

５
月
25
日
開
催
の
八
幡
市
議

会
第
１
回
臨
時
会
に
て
、
市
議

会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
小
北
幸
博
議
員

（
59
）、
副
議
長
に
鷹
野
雅
生
議

員（
60
）が
選
出
さ
れ
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
清
水
章
好
議

員（
63
）を
選
任
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
お

よ
び
各
常
任
、
特
別
委
員
会
の

委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
（
◎
委
員
長
、
○
副

委
員
長
以
下
50
音
順
、敬
称
略
）。

問管理・交通課（☎983‒5144、ＦＡＸ983‒1143）

　公共交通事業者や利用者代表、行政機関な
どが地域住民の生活に必要なバスやタクシー
などの公共交通における課題などについて協

議します。
　傍聴を希望される人は６月２日（金）まで
に、氏名・住所・連絡先を電話、ＦＡＸ、ま
たは管理・交通課窓口までお知らせください。
定員は10人（先着順）です。
■日時　６月５日（月）午後２時～４時
■場所　市役所５階会議室５‒１

八幡市地域公共交通会議の
傍聴希望者を募集します

　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
小
論
理
学
」
な
ど
の
訳

者
で
あ
る
牧
野
紀
之
氏
は
、
哲
学
は
大
衆

の
知
恵
を
結
集
し
た
も
の
で
あ
る
旨
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
難
し
い
の
は
、
知
恵
を
抽

象
化
し
た
も
の
な
の
で
、
具
体
的
な
意
味

は
分
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
氏
は
、
主
観
的
＋
客
観
的
＝
絶
対

的
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
意
味
は
、
自

分
の
立
場
（
主
観
）
と
と
も
に
相
手
の
立

場
（
客
観
）
を
考
え
る
こ
と
が
正
し
い
態

度
（
絶
対
的
）
で
あ
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
行
す
る
の
は
難
し
い
も
の

で
す
。

　

社
会
的
な
問
題
と
な
る
と
な
お
さ
ら
で

す
。
例
え
ば
、
私
の
学
生
時
代
は
犯
罪
者

の
人
権
の
保
護
が
メ
イ
ン
で
、
被
害
者
の

人
権
の
視
点
は
弱
か
っ
た
の
で
す
が
、
半

世
紀
を
経
て
、
本
市
も
会
員
で
あ
る
犯
罪

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
京
都
府

で
は
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
が
制
定
さ

れ
る
な
ど
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ

る
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

行
政
的
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
市
と
市

民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま
え
、
よ
り

高
い
視
点
で
施
策
を
展
開
（
ア
ウ
フ
ヘ
ー

ベ
ン
）す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

ま
ず
は
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
を
進
め
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

主
観
的
か
つ
客
観
的
で

あ
る
も
の
は

絶
対
的
で
あ
る
〜
ヘ
ー
ゲ
ル
〜

問環境業務課（☎983‒5340)

　市内の道路や公園を清掃する「まちかどのごみ」
ゼロの日を６月４日（日）に行います。午前９時
までに活動しやすい服装で次の場所にお集まりく
ださい。
■清掃（集合）場所

清掃場所 集合場所
① 石清水八幡宮駅と放生川周辺さざなみ公園

② さくら近隣公園と松花堂庭園周辺
さくら近隣公園
ポケットパーク

※軍手やごみ袋などは用意します。
※雨天時は６月11日（日）に延期。

６月４日（日）はごみゼロの日 ぜひご参加を


